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　　We　have　been　developing　the　Dictionary　Information　Extracting　and　Organizing　System，　called　DIEOS，

by　which　the　various　information（e．　g．　the　definition　sentences，the　examples，　the　antonyms，　the　references）

arεextracted　and　organized　from　the　Japanese　language　dic㌻ionary．

　　The　DIEOS　is　the　system　for．the　ordinary　Japanese　language　dictionary（Shinmeikai　Kokugojiten，

Published　by　Sanseido，already　in　machine　readable　form）containing　approximately　70，000　entries，　and

is　the　preliminary　system　of　computerized　dictionary　data　base．

　　The　DIEOS　is　now　used　as　a　tool　for　the　exploitation　of　a　semantic　dictionary　of　practical　s量ze，　which

is　necessary　for　Semantic　processing　of　natural　language．

　　In　this　paper，　we　explain　the　outline　of　the　DIEOS，　and　discuss量ts　experimental　results．

1．まえがき

　近年，機械翻訳，自然言語理解など自然言語の機械

処理の研究が盛んに行なわれるようになってきている．

自然言語の機械処理において，意味処理を本格的に行・

なうたゆには，実用規模の意味辞書（広い意昧でのシ

ソーラス）が必要不可欠である3）．我々は，国語辞典を

高度に活用して，実用規模の意味辞書の開発を目指し

た研究を進めている3）101この研究では，計算機の利用

を前提にしているので，国語辞典（機械可読な形式に．

直されている）を活用するための計算機プログラムシ

ステムの開発が重要な問題となる．

　国語辞典活用システムの一つとして，国語辞典から

見出しとその意味内容とを分離して，見出しからそれ

に対応した意味内容を自由に検索することを目的とし

たプログラムシステムが開発されている鋼61しかし，

意味内容に含まれている各種の情報（例えば，語釈義

文，用例，．反対語，参照語，補足的説明など）の抽出，

およびそれらのデータベース化についての報告はなさ

れていない．

　我々の意味辞書開発の研究では，国語辞典に含まれ

ているこれら各種の情報が必要となる．このため，国

語辞典からこれらの情報を抽出し，構造化データとし

て出力するプログラムシステム（DIEOS：Dictionary

Information　Extracting　and　Organizing　System）の開

発を行った8）9）111また，抽出された各種1青報のデータ

ベース化についても検討している．

　本稿は，我々が試作した抽出システム（DIEOS）の概

要およびその実験結果について報告したものである．
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2．国語辞典磁気テープデータの内容

　我々が用いた国語辞典は，新明解国語辞典（三省堂）

で，三省堂と電子技術総合研究所推論システム研究室

との共同で磁気テープ化されている2｝．

　この国語辞典磁気テープデータは，　（親）見出し約

61，000語，子見出し約7，500語を収載しており，（1）重

要語・最重要語，（2）非重要語（あ～こ），（3）非重要語（こ

～と），（4）二重要語（と～ん），および，（5）漢語の造語成

分，の5巻からなる．各巻の容量は，それぞれ，約1．3，

1．7，1．8，1．9および，0．2Mバイトである．

　この磁気テープデータの内容の一部は，Fig．3（4．

実験結果と考察）に例示されている．

　国語辞典（磁気テープデータ）には，次のような情

報（項目）が含まれている．

Table　l　Specific　symbols　and　their　denoting　object，

　　　　meanlng　O「USage

peoific

r四bo1 Denoting　object，　　瓢eaコユ闘9　　0r　　聾sage

【　】 Ortbogr即h7，　Sub－entr▼

〔　） SUPPle組entarコ　9驚Planation

「　　」 E翼a澗PIe　p｝lrase5，　E童phasis　of，a　習ord　or　a　pわrase

奄氏@defi翼ition　sentences　a轟d　e盟a蹉PIe　phrases

（　）

Part　of　8Peech　（POS），　　Co腿jugationら　　　Pseudo－POS，

cerivati▼e－1，　’Kana’（aloロ8side　Chinese　character）

hnfo『雄al　expression　i「n　a　definition　sentenoe

→
Con5titueコt　　oO贋poneηt　　of　　己　　Chinese　　鷲ord

⇒ Refere麗ce

一 触to苅y量

一 Substitute　entrワ　”ord　in　a　deriりative－2ガ

≠唐浮a|entry，　an　e潔a量Ple　phrase瓠己ahistorioa1

fKa聴a’usage

日【ヨ… αreat　　definitioη　　皿絃腿ber　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ

e㊤… Little　　definition　　nu圏beτ

⑧③… E置Planatioη　隔u塑ber　for　an　e翼a四Ple　phrase

⑥①… Accent

space Separator　a麟opg　ite貰s

◎
Full　stop　for　a　definition　se製te腿ce

●●● Ellipsis　　for　an　　e菰pre8sion

＝ E翼Planaもion　　for　　an　　e翼a■Ple　　phrase

＝ Separator　a畳oug　e翼a日ple　pbrases

● Infor量al　　e塞prgs8io”　　iロ　，a　　defiEition　　se期te鶉Ce，

rgpar8tor　a蟄。ロg　e翼a8plg　phra8e8

　1．見出し，2．正書法（漢字表記），3．子見出し，

　4．品詞・活用，　5．重要度，　6．アクセント，

　7．歴史的かなつかい，　　　8．原語，

　9．漢語の造語成分，

　10．語義番号（大語義番号，小語義番号），

　11．語釈義文，　12．用例，　13．補足的説明，

　14．派生語，　15．反対語，　16．参照語

　これらの項目を指示するために種々の特殊記号が用

いられている．Table　1に，国語辞典1）中の特殊記号

と，それによって指示される情報（項目）を示す．

　抽出システムは，原理的にはTable　1の特殊記号

を手掛かりにしている．しかし，特殊記号の指示する

内容や各項目の出現順序が，必ずしも決まっているわ

けではなく，たとえば，正書法の前に語義番号や品詞・

活用などが現われたり，語義番号の前に補足的説明や

反対語などが現われたりする場合がある．このように

定形化されていないデータに対して，抽出システムを

作成する場合には，データの記述形式の十分な調査が

必要である121．

　今回，抽出の対象にした項目および各項目間の相互

関係をFig．1に示す．　Fig．1に示される項目の相互関

係をもとに，構造化データの出力を行なう．

E騰try”ord

Orthography Constitue皿t　co口po夏ent

@　of　a　Chinese騨ord

DeriΨat短e Pseudo－POSPart　of　speecb

@　（POS）瓠d

bonju‘ation

Definitio凱nu重bers

即

Def加itio期
唐・獅狽・モモ・

SUPPle薗e罰tary
・モ垂撃≠獅≠狽奄盾獅

＝ユ

d翼a●ple

垂・窒≠唐・W

Refere墾ces Anton距5

Fig．1　Relationships　among　the　items
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3．抽出システムの概要

3．1　システムの全体構成

　抽出システムの全体構成図をFig．2に示ずここで，

国語辞典磁気テープデータは，見出し部データと意味

部データに分けられているものとする．見出し部は，

見出しに関した部分で，▼見出しと正書法▼，▼見出し

と子見出し▼または▼見出しのみ▼のいずれかからな

る．意味部は，見出しの意味内容を表わす部分である．

一つの意味部に，複数個の正書法や子見出しの意味内・

容が含まれている場合がある．

　抽出システムは，次の4っの処理からなる．

（1）与えられた見出し部に対応した意味部から意味記

　述部を抽出する．

　　意味記述部とは，意味部の中で見出し部に直接関

　甚した意味内容を表わす部分である．

（2）意味記述部から語義部を抽出する．

　　語義部とは，意味記述部の中で語義番号が指示す

　る部分である．特に，大語義番号（耳目・・う，小語

　義番号（e㊤・・うで指示された部分をそれぞれ，大

　語義部，小語義部と呼ぶことがある．

（3）語義部から各項目に関する部分を抽出する．

（4）抽出された各項目（情報）を構造化データとして

　出力する．

　以下，それぞれの処理について説明する．

：nput　of　an

垂≠窒煤ithe

　　e聡try　part　and　the　皿eaning

iapanese　dictionary　麗T　aata）

Extraction　of the　田eaning　descriptiop　part

Extraction of　each　definition　part

Extraction　of　tぬe　ite面s

Output of　the　e翼traCted　ite釦s

iOrgani2ed　data）

Fig．2　Structure　of　the　DIEOS

3．2　意味記述部の抽出処理

3．2．1　意味部の中での意味記述部の範囲

　国語辞典（磁気テープデータ）の意味部の中で，意

味記述部の範囲は，正書法，子見出し，語義番号，品

詞・活用などの出現位置によって錯綜している．

　たとえば，例。1に示す意味部において，正書法

▽【明く】▼の意味記述部は④と◎の部分であり，子見

出し▼【年季が一】▼の意味記述部は③の部分となる．

例．1　【明く】日……【年季が一】………目……

　　　　　　　←④→　　　　　←⑧→←◎→

　また，例．2に示す意味部では，正書法▼【掘る】▽，

▼【彫る】▼の意味記述部は，それぞれ，④と⑧，④と

◎である．

例．2　（他五）日【掘る】……國【彫る】・…・・

　　　←④→⑧　　←⑧→◎　　←◎→

　また，例．3に示す意味部では，見出し▼と▼（見出

しのみ）の意味記述部は④と◎の部分である．

例．3日……【…一団たら】………國……

　　　←④→　　　　　　←⑧→←◎→

3．2．2　意味記述部の抽出

　意味記述部の抽出では，与えられた見出し部が，（1）

▼見出しと正書法（子見出し）▼か，②▼見出しのみ▼

か，によって処理を分けている．

　（1）の場合では，見出し部の正書法（子見出し）が意

味部のどの正書法（子見出し）と一致するかを調べ

（マッチング処理），一致した正書法（子見出し）を基

準に，以下の場合に分けて，意味記述部の抽出を行な

う（上記例．1，例．2）．

　　A．意味部に大語義番号がある

　　　a．大語義番号の前に品詞・活用がある

　　　　（抽出終了条件（1）：i，ii，　vD

Table　2　Condition（1）of　the　termination

　　　　－the　meaning　description　part一

i，

ii．

iii．

iv．

v．

vi．

Co漉ditioη　（1）　of　t』e　ter雷ination　（a）　and

the　scope　（b）　of　the　extraction

a．asequeπce　of　t”o　or坦ore　spaces

b．　the　character　on　left　hand　of　the　first　space

a．　the　end　of　the　層eaning　desCription　part

b．　the　last　character　of　tぬe　国eaning　descPriPtion

　　part

a．anext　bracket　1【▼
b．　the　cLaracte！’　on　left　hand　of　the　brac畳【et　　7　【▼

、：1、1’：鑑器tlll｛’翻，n糖1，｝1，1凱n

　　nu麟ber

a．　a　great　definition　nu四ber　　’［三］▼　after　the

　bracket　7　【▼

b．　the　character　on　Ieft　hand　of　the　brac髭et　　7　【7

a。　蕊ot　exceeding　6（3）　characters　froロ、the　great

　　（liもtle）　definition　nu図ber　to　the　bracket　▼　【7

b．　the　character　on　left　hand　of　the　definition

　nu紬er
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　　　b．大語義番号の後に品詞・活用がある

　　　　（抽出終了条件（1）：1，ii，　iv，　V）

　　B．意味部に大語義番号がない

　　　　（抽出終了条件（1）：i，11，lii）

　一致する正書法（子見出し）が意味部になければデ

ータエラーとして出力する．

　（2）の場合では，意味部に正書法（子見出し）が含ま

れていれば，その意味部の正書法（子見出し）の意味

記述部を除いた部分を，▼見出しのみ▼の意味記述部

として抽出する（上記例．3）．意味部に正書法（子見出

し）が含まれていなければ，意味部を意味記述部とす

る．

　ここで，抽出範囲を判定するための条件を，抽出終

了条件と呼ぶ．意味記述部の抽出終了条件を条件（1）と

し，その内容をTable　2に示す．

3．3　語義部の抽出処理

　3．2で抽出された意味記述部から，語義番号と，

その語義番号の指示する部分をそれぞれ抽出する．大

語義部が抽出された場合，さらにその中に小語義番号が

含まれていれば，その小語義番号の指示する小語義部

が順次抽出される．意味記述部に語義番号が含まれて

いなければ，意味記述部を語義部とする．

3．4　項目の抽出処理

　語義部から各項目を抽出する処理は，次の　a～i

の場合に分けて行なわれる．

　ただし，語義番号より前に品詞・活用，派生語，補

足的説明などが現われる場合があるので，抽出システ

ムでは，語義部の抽出と項目の抽出との処理が一体と

なっている．

a．参照語として，▼⇔▼の次の文字から抽出する．

　　　　　　（抽出終了条件（2）：1，11，iの

b．反対語として，▼⑱▼の次の文字から抽出する．

　　　　　　（抽出終了条件（2）：i，il，　iii）

c．漢語の造語成分として，▼→▼の前の▼（▼と

　　▼）▼で囲まれた文字列を抽出する・

　　　　　　（抽出終了条件（2）：i，iの

d．補足的説明として，▼〔▼と▼〕▼で囲まれた文字

　　列を抽出する．ただし，▼〔…〕▼が▼「▼と▼」▼と

　　の間に含まれる場合（用例の一部）は抽出しない．

　　　　　　（抽出終了条件（2）：i，ii，　iの

e．用例として，▼「▼と▼」▼で囲まれる文字列を抽

　　出する．ただし，次の場合は，用例として抽出しな

　　い．

（1）▼「…」▼が▼〔▼と▼〕▼との間に含まれる場合

　　　（補足的説明の一部とみなす）

（2）（1）以外で▼」▼の次の文字が，漢字，ひらがな，

　　　またはカタカナの場合（語釈義文の一部）

　　　（抽出終了条件（2）：i，薩，iの

f．品詞・活用として，▼（▼と▼）▼とで囲まれた文字

　列が，品詞テーブル14）（付録Table　A－1）および

　　活用テーブル14）（付録Table　A・2）の記号と一致

　　した場合，それを抽出する．

　　　　　（抽出終了条件（2）：i，il，　lii）

g．派生語1として，▼（▼と▼）▼とで囲まれた文字

　　列が，派生語1テーブル（付録Table　A－3）の記

　　号と一致した場合，それを抽出する．派生語1が

　　活用情報を持てば；その活用情報も含めて抽出する．

　　　　　（抽出終了条件（2）：1，ll，概，　iv）

h．派生語2として，▼一▼の後に続いて現われる文

　　字列が，派生語2テーブル（付録Table　A・4）の

　　記号と一致した場合それを抽出する．複数の派生

　　語2が存在する場合は，▼・▼で区別されている．

　　　　　（抽出終了条件（2）：1，11，iの

　　語釈義文として，上記のa～hまでの処理で抽出

　　されなかった，残りの文字（記号）列を抽出する．

　　ただし，▼アクセント▼，▼歴史的かな使い▼は

　　抽出しない．

　　　　　（抽出終了条件（2）：i，V）

　ここでの抽出終了条件を条件（2）とし，その内容を，

Table　3に示す．抽出終了条件（2）がiiの場合は，特殊

Table　3　Condition（2）of　the　termination

　　　　　　　　－the　items一

i．

ii．

iii，

i▼．

condition　（2）　of　the　ter田i薦ation　（a）　a魏d

the　scope　（b）　of　the　extraction

a．　the　end　of　the　”eaning　description　part

b．　tbe　Iast　character　of　the　四eani魏g　descriptio

　　part

a．　a　specific　sy”bo1　（ref．　apPendix　Table　A－2）

b．　the　c』aracter　on　left　hand　of　the　specific

　　s四bo1

．　the　end　of　the　buffer　in　翼ぬich　each　extractg

　　iteコ　is　賢ritten

b．　the　last　character　of　the　buffer

、：1、：惣a；：謙：、s7）・；・

a．　a　full　stoP　　▼o　「　of　a　definition

　　sehtence
b，　the　sワ●bo1　▼。　▼
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記号の前までで抽出が終了する．この特殊記号と，各

項目の抽出処理との対応をTable　4に示す．

Table　4　Termination　symbols　in圭i　of　the　condition（2），

　　　　　according　to　the　item・extracting　Processing

の指示する意味記述部が抽出される．次に，その意味

記述部から，品詞・活用▼（他五）▽と大語義番号▼2▼

とそれの指示する大語義部が抽出され，大語義部に含

まれている各項目が順次抽出される．最後に，抽出さ

Ter贋i澱atio皿　57圏bo18　iコ　　ii　of　　the　COコditio罰　　（2）

space
【 〔 ） 「 （ ）

一 ⇒ 縛 ● 日… e…

a o O
b o o O o O
C O
e o o O O O O O O O
f o
91 o ㌃O

9
92 o O

h O O 0 O O O

3．5． e種サブルーチンと構造化データの出力

　抽出システムでは，いくつかの処理を，サブルーチ

ン化している．サブルーチンは，機能的に，ω項目の

抽出用と，（2）出力（表示）用とに分けられる．前者に

は，a．語義部抽出サブルーチン，　b．字種チェック

サブルーチン，および，c．品詞判定サブルーチンが

ある．後者には，各項目ごとの出力（表示）用サブル

ーチン．があり，構造化データの出力に用いられる．

Input　of　an　entry　part
・and　ゼhe　meani119　Part

かりだす【駆り出す】

○（他五）1【狩（り）出す】　（隠れている）獣や犯人をつかま

えるために追い出す。〈可能）狩出せる02【駆り出す】どこか

に行くように仕向ける。　〈可能）駆り出せる○

↓

　Ex・traction　of　the　mea』nlng
　de8cription　part

（他五）2どこかに行くように仕向ける。　（可能）駆り出せる

1　Extraction　of　definition
　part

（他五）　　　　　　　　　23great　defiηition　n姻ber

どこかに行くように仕向ける。（可能）駆り出せる

　　Output　of　the　extracted
「↓

　　items

　品詞
語義2

　派生1
　　可能
　釈義文

（他用）

駆り出せる

どこかに行くように仕向ける。

．Fig．3（a）　Example・10f　the　extracted　items

Input　of　an　θntry　part
and　the　meaning　Part

4．実験結果と考察

　本実験システムは，九州大学大型計算機センター

FA（）OM　M・382，および本学情報処理センターFACOM

M－180耳AD上に，　PL／1およびFoRTRAN77で実

現されている．

　抽出実験用のデータとして，1／20縮小辞典9）（見出し

総数3，534語）を用いた．この縮小辞典では，抽出の

手掛かりとなる特殊記号の誤りを修正している131

　ただし，これらの特殊記号以外の文字の誤りを網羅

的に修正しているわけではない．

　1／2Q縮小辞典の見出し（カタカナ見出しを除く）

3，247語について，それぞれに対応する意味部からの各

項目の抽出実験を行なった．その結果，抽出がなされ

たもの3，172語（97．7％），抽出がなされなかったもの

75語（2．3％）であった．前者（3，172語）のうち，正

しい抽出がなされたもの3，167語（99．8％））誤った抽出

がなされたもの5語（0．2％）．であった．

　実験結果の出力例をFig，3に示す．

　例1は，意味部に複数個の正書法が含まれている場

合の例である．まず，意味部から，正書法マ駆り出す▼

かとう【下等】

⑥【下等】一なωω上等　品質が悪い様子。②樋高等　同種のも

のの中で程度・等級が劣っている様子。一さ③

↓

　Extraction　of　the　meanlng
　descriかtion　parも

一なて1）一上等　品質が悪い様子。②H高等　同種のものの中で程

度・等級が劣っている様子。一さ

↓

　Extraction　of　each　defini－
　tion　part

一な　　　　　　　　　　〔1〕31itqe　defi雌tionコuロber

輔上等　品質が悪い様子。

　　　　　　　　　　　（2｝；1ittle　definition　nuロber

一高等　同種のものの中で程度・等級が劣っている様子。一さ

　Output　of　the　extracted↓、，。mS　　・

　派生2
語義＊一1

　反対語
　釈義文
語義＊一2

　派生2
　反対語
　釈義文

一な

上等

品質が悪い様子。

一さ

高等

同種のものの中で程度・等級が劣っている様子。

Fig．3（b）　Example・20f　the　extracted　items
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Input　of　entry　word
and　meaning　Part

あ

②特殊記号の同定の失敗（3語）

　例．いちょう：葉は扇形でカモの水掻（カ）きに…

　理由：▼（カ）▼を力行変格活用として捉えた．

（亜・阿・唖・鴉）→｛漢語の造語成分｝

　Out．put　　of　　the　　extracted
↓

　item
漢語 （亜・阿・唖・鴉）

Fig．3（c）　Example・30f　the　extrac㌻ed　item

れた大語義番号，各項目が出力される．

　例2は，意味部に一つの正書法しかなく，意味記述

部に複数個の語義番号が含まれている場合の例である．

派生語2▼一な▼が語義番号より前にあるので，まず，

それが抽出される．次に，小語義番号▼（1）▼とそれの

指示する語義部が抽出され，その語義部について，各

項目が抽出される．同様に，小語義番号▼（2）▼につい

ても抽出が行なわれる．最後に，抽出された語義番号，

および各項目が出力される．

　例3は，▽漢語の造語成分▼が抽出される例である．

この場合，意味部には正書法も子見出しも含まれてな

く，見出し部は見出しのみ（▼あ▼）を持つ．

　Fig．3の中で，語義番号の▼＊▼は大語義番号がな

いことを示す．また，プリンター文字の都合で特殊記

号の一部が国語辞典での記号（Table　1）と異なってい

る場合がある（たとえば，語義番号のEヨ　や　eが

1や（1）で表わされている）．

　ところで，構造化された出力データの中では，補足

的説明と用例との位置を示すために，それぞれ▼＠▼

と▼＃▼を用いている．これは，補足的説明や用例が

どの語釈義文についてめものか，また，それらが語釈

義文の前にあるか，後にあるか，などが重要な情報と

なる場合があるからである．

　抽出がなされなかった原因は，見出し部か意味部か

のどちらかの正書法（子見出し）の文字が誤っていた

ため，マッチングがうまく取れなかったことによる．

例．せいれつ牒裂】：⑥【凄烈】一な…

　誤って抽出された原因は，次の通りである．

①正書法の意味記述部抽出の失敗（2語）

　例．　【それ見たことか】：日【見る】…【それ見た

　　　　　　　　　　　　ことか】…［コ…

　理由：意味部の構造が3．2の場合分けに当てはま

　　　　らなかった．

　抽出実験で使用した磁気テープデータ（国語辞典）

の問題点として，次のことが挙げられる．

（1）国語辞典の記述形式の複雑さとあいまいさ

　a．正書法，子見出し，語義番号，品詞・活用など

　　　が錯綜している．

　　　（上記①，3・2参照）

　b．特殊記号にあいまいさがある．

　　　（上記②，Table　1参照）

　c．用例の後に語釈義文が来ている．

　　　例．【三つ又】：…「一でカキをとる」さんまた．

　d．小語義番号で示される範囲内に，さらに語義番

　　　号として④，⑧が使用されている．

　　　例．【対照】：∈）一する④対応するものを，…

　　　　　　　　　⑧もとのものと…

　e．派生語の記述にあいまいさがある．

　　　例．’【凹ませる】：…凹ます（五）．

　　　理由：語釈義文とみなすか，派生語1とみなす

　　　　　　か，区別が困難．

　f．一つの意味部の中で，異なった語義番号に対し

　　　て，同じ正書法が用いられている．

　　　例．お：日【男】…回e【男】…◎【雄】…

（2）データエラー

　　磁気テープデータには多数のデータエラーがあっ

　た．エラーの原因は，次の3つに大別される．

　a．必要な文字や記号が欠落している．

　　　誤り例：…⇔かわたれどき　普通，黄昏と…〕

　　　正しい記述：…⇔かわたれどき〔普通，黄昏…〕

　b．余分な文字や記号が挿入されている．

　　．誤り例：…「略奪」　の漢語的表現．

　　　正しい記述：「略奪」の漢語的表現．

　c．誤った文字や記号が使用されている．

　　　誤り例＝→貫

　　　正しい記述：⇒貫

5．あとがき

　本稿では，国語辞典からの各種情報を抽出するプロ

グラムシステム（抽出システム：DIEOS）の概要とそ

の実験結果について報告した．

　この抽出システムは，意味辞書開発での利用を目的

として試作されたもので，語釈義文の文末表現の調査，

語釈義文の標準文変換，単語間の階層関係付け支援シ
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ステムの開発などに利用されている9）10）．これらについ

ては；別の機会に報告する予定である．

　今後の研究課題として，次のようなものがある．

（1）補足的説明中の内容の分析（▼〔…〕▼の中の処理）

　a．語原情報の抽出　　　〔←…〕

　b．参照語情報の抽出　　〔⇒…〕

　c．位相情報の抽出　　　〔雅〕〔古〕など

　d．同義的意味情報の抽出（説明文の分析が必要）

（2）用例の分析（▼「…」▼の中の処理）

　a．個々の用例の抽出

　b．省略部分の復元

　c．用例中の語句の説明の抽出「…〔一…〕…」

（3）子見出しの利用

　a．子見出しに▽ひらがな見出し▼をつける

　b．子見出しの中の漢字の読みを削除する

　c．品詞を付加する

（4）国語辞典のデータベース化

　　抽出システムで得られる各種の情報（項目）がデ

　ータベース化されれば，意味辞書の開発のみならず，

　言語学，言語情報処理の研究にも役立つと考えられ

　る6）．各情報（項目）間の相互参照は，データベース

　の使用目的に応じて異なる場合があると思われるが，

　我々はFig．1に示した情報（項目）間の関係をもと

　にした，データベース化を検討している121
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付　　録

国語辞典からの情報の抽出と構造化について

Table　A・1　Part　of　speech

pecifi一

cation Sy曲01 Heaning

自 Int．ransitive　verb
’他 Transiti▼e　verb

補動 SUPPlementary　Ψerb

自他 Intransiti▼e
or　　Transitive　　verb

形 Adjecti▼e

助動 Auxiliary　verb
代 Pro簸ou艶

副 Adverb

Part　of 感 Interjectiom

speech 接 0麗junctio”

（POS） 連体 Admun
格助 Case　postpositive

副助 ub－postpositiサe

接助 Conjunctive　PostPositiv
終助 Endihg　Postpositive

接・副 Conjunc廿ve
or　Case　PostPositive

none Houn

接頭 Prefix

接尾 Suffix

Pseudo一 造語 Comstituent　co皿ponent
POS of　a　Chinese　騨ord

略 Al）breviation

Table　A－3　Derivative・1

y曲〇五 麗eaning

名 The 　　　　　・獅盾浮氏@lS　・●’

91 可能 The potential　verb 口1S
●●●

受 丁恥e passive　verb ・1S
●●●

動 一己e ▼erb　is…

9 自動 Tぬe intransitive verb ・1S
●●●

他動 The transitive verb ，1S
●●●

Table　A－2　Conjugation

Specifi－
モ≠狽奄盾 Sy口bo1 麗eaning

　　　Verb

@　　　or

`uxiliary
@　　verb＊

　t血e　fi》e　CO麗j艇gations

DthO　four　conjugations

@the　uPper　one　conjugations

@the　upper　t”o　conjugations

@the　10習er　Oηe　COnjUgatiOnS
@the　lo”er　t暫。　conjugatio皿s▼カ▼　1ine　irregular　conjugations’サ▼line　irregular　conjugations▼ラタ　line　irregUlar　COnjUgatiOnS

Adjective クシク ▼ク’conjugations7シク’conjugations

ハuxiliary

@　verb

特殊

`型
Exceptioηal　conjugations

?jective　type　conjugations

＊　a　sy皿bol　for　au匿iliary　verb　has　an　additiona互

　character　▼型▼（e．g．　▼五型▼　▼四型▼）

Table　A・4　Derivative・2

脚bol 麗eaning

する Verbali2ation　of　noun　wit・h　’サ71ine

@irregUlar　cO駆jugatioηS

たる

ﾆ

AdjeCtive－verbali2atioh　　of　　nou翻　　”it｝1

@　’タルト▼conjugations

なに ndjective－verbalization　　of　noun　wit卜

@　▼ダ▼conjugations

の Adnominali2ation　of　adverb

k2

さみげ

o鍾inali2ation　of　adjective

がる Verbali2atiOn　Of　adjeCtiVe

hl）・cCurs　in’t』e　fr。nt・f　the田eaning

　　　aescription　part

h2）　occurs　in　tぬe　rear　of　the　団eani範9

　　　description　part

91）　dosen，t　have　the　conjugation　sy四bol

　　　　（Table　A－2）

92）　ぬas　the　conj血gation　sy皿bo1


